
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

総合診療・急病センター［内科］研修コース（大森） 

 
募集定員                             
5 名 
 
コースの特徴                           
医学部教育では文学部や理学部と異なり、好きな領域のみを 6 年間勉強し学生時代に特定分野のみを極

め、その他の分野を修めないことは認められていません。それは、医学部には社会的ニーズに応える責

務があるからです。2 年間の初期研修を終えた皆さんは、ここで学ぶ領域を選択する自由、敢えて選択

しない自由が与えられます。デカルトの時代から自然科学の手法はできるだけ細かく、必要な要素に分

けて考える還元論が主流でした。とくに物理学は要素還元論により発展しましたが、計算できない複雑

な現象への対応が問題となり、複雑系科学が 20 世紀に産声をあげました。医学とくに臨床医学は未だ

に臓器に分けて考える臓器還元論が主流です。もっとも複雑なシステムと考えられる生体変化を考える

とき、還元論では思考材料が限られるため、参入しやすいものの、物理学と同様に限界があります。総

合診療研修コースでは、生体各臓器が共有する免疫系、内分泌系、神経系、生化学的システムなどの理

解を深めて、臨床推論力を高め、日常診療で遭遇する症候すべての対応を身につけ、特殊な治療以外は

すべて完結できる能力を目指します。基本は内科を中心とした幅広い標準的診療能力をつけることを目

的として、希望により総合外科・救命センターにて学びます。「何でも診たい、治したい」という医師

を志した原点を実感し、具現化できる研修を提供できるコースです。 
 
研修カリキュラム 
1～2 年目  
施設 
東邦大学医療センター大森病院 総合診療科・急病センター（内科）  
期間 
1 年 
習得内容 
大学病院総合診療科では日本最大の入院、外来数を有する特徴を最大限に利用し、頻度の高い疾患から

診断困難な患者までを対象とした入院および外来での一般内科の診療能力を養う 

 

2～3 年目  
大森病院での研修継続に加え、沖縄県立中部病院、沖縄県立八重山病院、JCHO 湯河原病院、さんむ医

療センター、菊名総合病院などの関連病院にて内科研修も選択できる。また 2 年目で認定内科医の受験

が可能となる。  



 

3～5 年目  
大学内の専門内科へのローテーションをそれぞれ 3 ヶ月から 1 年単位にて希望により行う。また、将来

開業希望の医師に対しては、必要に応じ小児科および皮膚科・耳鼻科また整形外科・放射線科への研修

も可能にする。症候診断学に必要な超音波、内視鏡検査なども希望により習得できるようにする。その

他、各自将来の目的にあった研修を実施できるようにする。  
 
主な週間予定 
月曜日－土曜日   AM 8:30       新入院カンファレンス 
                 外来再診２コマ／週、救急車対応１コマ／週 
                 時間外外来 １コマ／週 
月曜日 PM 4:00～         教授回診 

PM 6:00～         入院カンファレンス 
火曜日 PM 4:00～         若手ミーティング 
木曜日 PM 4:00～         研修医向けレクチャー 
土曜日 月１回 総合診療講演会 
 
指導責任者と教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大森病院 総括指導責任者 瓜田 純久 
内科系            指導責任者   宮崎 泰斗 
外科系            指導責任者   島田 長人 
救命救急           指導責任者   本多 満 
沖縄県立中部病院       指導責任者   田仲 斉 
沖縄県立八重山病院      指導責任者   今村 昌幹 
JCHO 湯河原病院       指導責任者   日毛 和男 
さんむ医療センター      指導責任者   坂本 昭雄 

菊名総合病院         指導責任者   村田 升 
賛育会病院          指導責任者   鈴木 正明 
川崎幸病院          指導責任者   守田 晋 
 
コースの実績 
現在、日本内科学会認定総合専門医 6 名、認定医 5 名、日本病院総合診療医学会認定専門医 9 名、日本

プライマリケア学会認定医 1 名が在籍している。基本領域の専門医取得後はサブスペシャリティーの専

門医取得を目指している。総合診療科で後期研修を行った医師の中で、感染症専門医、糖尿病専門医、

腎臓専門医、へリコバクター除菌認定医が誕生している。 
 
コースの指導状況 



大学病院はもとより、関連病院においても多数の指導医がおり、経験豊富な指導医のもとで、一人の指

導医に偏らず、指導を受けられる。学会・研究会の発表参加も活発であり、症例発表や論文執筆の指導

も実施している。希望者は石垣島胃カメラ検診に参加し、胃カメラ技術が習得できる。また、2015 年

は石垣島小児科健診を 8 月に行っている。超音波検査は心エコー、腹部エコー、甲状腺エコー、表在リ

ンパ節エコー、乳腺エコーについて臨床生理機能検査室で学ぶことができる。 
 
学位・大学院と海外留学について 
本コースの最大の特徴は、学位と専門医を同時に取得できる点です。臨床と研究を両立させたい方にお

勧めです。現在 3 名の大学院生が在籍しています。研究テーマはすべての領域での研究をサポートして

います。基礎研究も活発に行っており、現在 200 匹以上のラットを飼育しています。現在行われている

基礎研究は下記の通りです。 
 １．糖尿病ラットの糖代謝・認知機能に関する研究 
 ２．アルコール飼育ラットによるアルコール摂取と認知・記憶障害の研究 
 ３．がん細胞の糖代謝に関する研究 
 ４．フラクタル解析による画像診断 
海外留学に関して、当科では海外留学経験者が在籍しており、希望者は個別にカリキュラムと照らし合

わせながら、積極的に海外留学を行えるように考慮します。 
 
評価及び修了認定 
認定医・専門医取得のため、各医師の研修プログラムの進行状況をコース指導責任者が随時把握・評価

し、不足部分について指導しています。また、コース指導責任者は各医師の臨床、学会、論文を含めた

活動状況について毎年評価を行い、個別に指導します。国際学会での発表を、とくに推奨しています。 
 
認定医・専門医の取得等 
 
学会等名 日本内科学会 

資格名 認定医 

資格要件 教育病院３年以上、JMECC 履修など 

 

学会等名 日本内科学会 

資格名 総合内科専門医 

資格要件 認定医取得後、教育病院で 3 年 

 

学会等名 日本病院総合診療医学会 

資格名 認定医 

資格要件 病院総合診療に関する 3 年以上の経験、内科認定医の資格保有 

 

学会等名 日本プライマリケア学会 



資格名 認定医 

資格要件 臨床医としての活動歴が 7 年以上 

学会等名 日本医師会 

資格名 産業医 

資格要件 都道府県医師会などが実施する基礎研修 50 単位以上を修了 

 

学会等名 日本消化管学会 

資格名 胃腸認定医 

資格要件 3 年以上の学会員 

 

学会等名 日本へリコバクター学会 

資格名 H.pylori（ピロリ菌）感染症認定医 

資格要件 初期研修終了、教育講演参加 

 


